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特定第二種国内希少野生動植物種は絶滅危惧種です。
●販売・頒布以外の場合でもむやみな捕獲はやめましょう。
●飼育している個体は最後まで飼い続けましょう。
●捕獲・飼育している個体をみだりに別の場所へ放つことはやめましょう。
●ぜひ自然観察会や保全活動に参加してみましょう。



　奈良県生駒市では、平成 26 年度に市内のため池からカワバタモロコが発見されたことを契機に、市民ボランティア、研究
機関（近畿大学農学部）、行政（生駒市）の３者が協働し、市内産の個体の生
息域外保全を行っています。カワバタモロコは、市における生物多様性の象徴
として位置付けられています。将来、市が所有するため池に本種を導入した上
で安定的に繁殖させ、絶滅リスクを分散させることを目標としており、このた
めに草刈りや外来種の除去作業等の環境整備を進めています。
　大阪府南東部に位置する石川流域では、鶴見川流域のホトケドジョウの保全
事例を参考に流域単位で小中高等学校、保育園と地域住民が連携し、カワバタ
モロコを飼育、繁殖させてもらう「サポータープロジェクト」や長期モニタリ
ング調査・研究、カワバタモロコをテーマとした環境教育など様々な取り組み
をおこなっています。

保全の事例
市民とつくる環境整備

外来種の調査
© 生駒市カワバタモロコ保護活動ボランティア

●静岡県から西の本州、四国と九州の計 14 府県にすんでいる
　とされています。
●どの地域でも生息地は限られています。
　（2020 年現在、絶滅危惧 IA 類＋IB 類に該当：13 県）
●すんでいる場所の多くはため池で、農業用の水路などで
　みられる場所は限られます。

●ため池や農業用水路の護岸のコンクリート化
●放流された外来種（オオクチバスやブルーギルなど）
　による捕食
●ため池が使われなくなって荒れてしまうことによる環境の変化
●販売目的の採集
などによって減ってしまったと考えられています。

　地方自治体、地域の団体や学校、ボランティア、民間企業
などにより、以下のような取り組みがされています。
●自然観察会の実施
●ため池の管理 ( 周辺の草刈りや外来種の駆除など )
●工場内などでのビオトープの創出、管理
●生息域外での系統保存 ( 水族館や学校の水槽などでの飼育・繁殖 )

　また、一部の都道府県や市町村では条例によりカワバタモロコの捕獲な
どが規制されています。
●都道府県条例指定：静岡県・三重県・岡山県・徳島県・香川県
●市町村条例指定：岐阜県安八郡輪之内町
●市町村指定天然記念物：愛知県豊田市・愛知県西尾市
　（いずれも 2020 年時点）

カワバタモロコがすむため池 © 髙久宏佑
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